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先生たちの工夫 その① 
今号では、「いつ」「何を」「どれくらいしたら終わる」

などを子供たちに伝えるための工夫について、1 時間

目の学習の様子から紹介します。 

 

小 2組の「朝の会」の様

子です。スケジュールを

示して「今日はどんな学

習をするのか」という見

通しをもたせます。 

文字に加え写真も

提示します。 

上段左の写真は小 1組の朝の会の様子です。また、上段

右の写真は、登校後、朝の会までに子供がすることの

「手順書」です。上から順に行い、終わったらカードを

一つずつ外します。このことで、「何が終わったのか、

次は何をするのか」や、「どれだけすれば終わるのか」

が分かりやすくなります。 

左の写真は中学部の朝の会の様子です。右の写真の担任が示している

のは、ある一日のスケジュールです。中学生として、時間を意識する

よう時計のイラストもあります。また「中学部のカレンダー」には、

主な行事を示し、少し先の予定をイメージさせています。「予定」は

変更することがあることを伝えることにも役立ちます。 

高等部では、「職業」の学習において、今年度新たに「サービス班」を立ち上

げました。学校内外の様々な依頼に対して、誠実に対応する中で、個人の作

業スキルはもちろん、一つのグループ（会社）として、互いに声を掛け合い、

協力して取り組む姿勢を学んでいます。 

清掃作業 

製本作業 カラーボックスの組み立て 

教材作り 洗車作業 

一生懸命取り組みます。 

ご依頼お待ちしています！ 

 

ある一日のスケジュール 中学部のカレンダー 


